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技 術 概 要 
 

技術名称 環境改善型BOX 担当部署 福岡支店 営業 

NETIS登録番号 KT-200024-A 担当者 原口 睦彦 

社名等 株式会社ダイワテック  電話番号 052-506-7281 

技術の概要 1. 技術開発の背景及び契機 

従来では、短期での施工現場などで、照明の給電装置として使用していたが、現場の 

状況により、設置場所による日照不足等、天候の状況に左右される事があった。 

また、照明の利用のみだと、夜間での作業のみでの使用に当たり、使用目的が限定され

ている。 

 

 

2.技術の内容 

ソーラー発電能力を向上し、使用目的に応じて、安定した電力供給を可能とした。 

使用する商材を同一のコネクタを採用する事により、作業目的に応じて変更する事が可

能となった。 

 

 

3.技術の効果 

従来の太陽光パネルに共同で電力供給が可能とするコネクタを利用し、使用状況に応じ

て、パネルを増設し、蓄電量を増やすことにより、蓄電電流以上の電流供給量日照条件

に係わらず供給可能となるため、ソーラーシステムの稼動の安定性が向上する。 

 

 

4.技術の適用範囲 

・屋外の使用温度は0℃～40℃である事。 

・照明灯から防犯用回転灯、防犯カメラの取替え作業に必要なスペースとして、概ね 

1㎡（1ｍ×1ｍ）の作業スペースは確保されている事 

 

 

 

 

5.活用実績 （2020年10月30日現在稼働中） 

 

113件（九州 18件、九州以外95件） 
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[写真・図・表] 

環境改善型BOXの組み合わせ 

 

    
 [街路灯]    [回転灯]      [防犯カメラ] 

 

[新技術及び従来技術に関する接続モデル] 

 
 

[従来技術、新技術の負荷遮断電圧比較表] 
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技 術 概 要 
 

技術名称 
アクリルゴム系屋根用遮熱塗膜防水工法 

「アトムレイズサーモＪＳ工法」 
担当部署 レイズ事業部営業部 

NETIS登録番号 ＫＴ-１６００２５-Ａ 担当者 嵯峨 浩二 

社名等 アトミクス株式会社 電話番号 03-3969-3124 

技術の概要 １．技術開発の背景 

   建築物屋根の塗膜防水工事は、国交省・公共建築工事標準仕様書におけるウレタ

ンゴム系塗膜防水材を用いたＸ－１、Ｘ－２工法で一般的に行われております。し

かしながら、ウレタンゴム系塗膜防水材やその関連材料は、近年材料の危険・有害

性が指摘されており、建築物の防水工事においても安全性や環境負荷低減への対策

は必須となっています。 

   また、建築物を長期間にわたって保護するためには雨水の侵入だけではなく、太

陽光からの熱の影響を緩和も必要です。公共施設等においては、避難所としての活

用されるため、夏季の熱中症対策も重要となってきています。 

   以上から環境に優しく、安全性が高く、確かな品質の遮熱防水工法を開発するこ

とといたしました。 

 

２．技術の内容 

   「アトムレイズサーモＪＳ工法」は、水性アクリルゴム系屋根用塗膜防水材を用

いた遮熱塗膜防水工法です。建設技術審査証明（BCJ-審査証明-215）により、ウレ

タンゴム系塗膜防水材を用いたＸ－１、Ｘ－２工法と同等の性能を有しており、一

般的な遮熱防水工法よりも遮熱効果が高く、ＶＯＣの排出が削減できると証明され

ております。 

 

３．技術の効果 

  ・従来のウレタンゴム系塗膜防水工法から水系のアクリルゴム系防水工法に変更す

ることにより、施工中に大気に排出するＶＯＣ量が大幅に削減でき、地球環境へ

の負荷を低減できます。 

  ・非危険物の水性材料による施工のため、運搬、保管、施工時の火災発生のリスク

がなく、安全性の向上が図れます。 

  ・特化則、有機則フリーの材料であるため、作業する際の安全性の向上が図れま

す。 

  ・コテ塗り作業からローラー塗り作業に変更ができ、作業者の負担を軽減し、施工

性の向上が図れます。 

  ・トップコートと防水層の両方に遮熱機能を付与したことにより、より強力な遮熱

性能が得られ、長期にわたる冷房効率の向上が期待できます。 

   

４．技術の適用範囲 

   建築物の屋根防水における新築、改修工事に適用可能であり、各種既存防水下地

に対応できます。特に既存防水層の撤去が困難な場合でもオーバーレイで施工でき

ます。ウレタンゴム系塗膜防水工法のＸ－１、Ｘ－２工法と同等性能の工法として

適用可能です。 

 

５．活用実績（2019年12月31日現在） 

   国土交通省  1件 

   公共機関   11件 

   民間     8件 
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【 サーモ工法概要 】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 施工事例 】 

   事例１   工法名；Ｘ－２同等工法（アトムレイズＪＳサーモ-Ｄ工法） 宮崎市内戸建て 

 

              【施工６年経過後の状態】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 寝苦しさが解消されました。６年経過後でも遮熱性能は維持されております。 

   

 

   事例２  工法名；金属屋根塗膜防水工法（アトムレイズＪＳサーモ-Ｍ工法） 福岡市内店舗 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        屋根の長寿命化と夏季の冷房効率改善に期待できます。 

  
 

業界初 

遮熱性を有する塗膜防水材 

＋ 

遮熱トップコート 

Ｗ反射システム（３Ｄリフレクション） 

・遮熱効果の向上 

 

・遮熱効果の延命 

（トップコートの耐久性に依存しない） 

建物の長寿命化にむけて！ 

夏季の熱中症対策に！ 
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ÇÈ Éä

��������	
�
�
�

�	���������	��

åæçèé�WË£êëìíîïðñòóôõòó\]�ö÷ø��������¦���§�	�W­

=�


��
 n�� l�� ���\���� l�� lo� l�������� o�� �k� �k�

V
ÇÈ É

n à0x �wvr�����Þ��¹ÂÃw� �� Ä!����}"#$%&� E'� () *¶/IJ²ix�xj()µ*¹À¿+v*¶/IJ²ix�xj i,x-ã-�k�n./}q¿ÀÁºws001t2a*¹À1v2Á()µ ḱ�ÝÞßńk�3ÞßḱlÝÞßl t2a0µ *¶/IJ²ix�xj i,x-ã-�k�n./}q¿ÀÁºws001t2a ḱ�ÝÞßÆ4
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技術名称 蔵衛門Pad 担当部署
ビジネスソリューション部
セールスグループ

NETIS登録番号 KTK-160024-VE 担当者 宮保　恵

社名等 株式会社ルクレ 電話番号 03-4500-6702

技術の概要

技 術 概 要　

①何について何をする技術なのか?
・工事写真管理業務において、タブレット端末で電子小黒板入りの工事写真撮影を行い、
撮影した工事写真の自動仕分け及び工事写真台帳の自動作成を行う技術。

②どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)
・従来は、工事写真管理として、黒板に直接手書きしたものや黒板に撮影情報を記載した
用紙を貼るなどしたものをカメラで撮影し、一つずつ工種毎に仕分けし、工事写真台帳を
作成していたが、本技術では、タブレット端末を使用して電子小黒板への入力及び電子小
黒板入りの工事写真の撮影を行い、クラウドサービスを使用して撮影した工事写真の仕分
けと工事写真台帳の作成を自動的に行える様にした為、省人化・省力化に寄与する技術と
なっている。(黒板は、縦黒板フォーマットを含め、3,000種類以上の工事黒板フォーマッ
トを標準搭載し、独自フォーマットへのカスタマイズにも対応する。)
・従来は、工事写真等を確認しながら、工事写真台帳に情報を入力し工事写真台帳を
作成していたが、本技術では、工事写真台帳へ電子小黒板に入力した内容が転記されるた
め、工事写真台帳作成時の手入力ミスがなくなり、品質向上に寄与する技術となってい
る。

③期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)
・大量の電子小黒板を事前に準備し、タブレット端末一台で持ち運ぶ事が出来る。黒板を
支持する必要が無く、一人で撮影が出来る為、省人化及び安全性の向上に効果がある。
・電子小黒板に係わる同一の工種情報は、簡単に何度でも複製出来る。工事写真の整理と
工事写真台帳への仕分けを自動で行う事も出来、省人化に効果がある。
・電子小黒板の位置を画面上で自在に配置する事が出来、高所等の危険を伴う箇所であっ
ても、安全に撮影が可能となり、安全性の向上に効果がある。
・電子小黒板の情報は撮影環境の影響を受けない為、視認性の高い工事写真が撮影可能。
また、CALSに対応しており、信憑性の高い工事写真の電子納品が出来、品質の向上に効果
がある。
・電子小黒板の情報を工事写真台帳へ自動で反映する事が出来、省人化及び品質向上に効
果がある。
・ 一般財団法人日本建設情報総合センター(JACIC)が提供する改ざん検知機能(DCP)を
備えており、信憑性を確認することが出来る。
・撮影した工事写真は、自動的に台帳となりクラウド上に保管されるため、パソコン・ス
マートフォン・タブレット等の様々なデバイスから、台帳を確認出来る様になり、工事写
真の情報化及び共有化に効果がある。

④公共工事のどこに適用できるのか?
・公共工事全般における、工事写真管理業務。
・工事写真の電子納品が可能な公共工事。

⑤その他
・多様なテンプレートより黒板を選択し、豆図を含めた撮影情報の入力をタブレット端末
を使用して行う事により、省人化を図る技術。(専用工事写真管理ソフトをインストール
したパソコンと連携する事で、PDF化された設計図等からの撮影情報の一括登録も可能と
なっている。)
・クラウドサービスを使用して工事写真自動仕分け及び工事写真台帳自動作成する事で省
人化を図る技術。(専用工事写真管理ソフトをインストールしたパソコンと連携する事
で、オフラインによる工事写真自動仕分け、工事写真台帳自動作成も可能となってい
る。)
・工事写真の電子納品に対応した電子小黒板を使用することで、工事写真情報を自動的に
台帳へ反映し、電子納品に対応した工事写真台帳を作成することが出来る。
・GNSS(汎地球測位航法衛星システム)による位置情報が取得可能であり、撮影位置確認が
できる写真ファイルの作成に対応する。
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TEL ０２４－５４７－２６２９
福島県福島市蓬莱町一丁目11番1号
〒960-8157
ムネカタインダストリアルマシナリー株式会社

お問い合わせ
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